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研究成果の概要: 
本課題は、体制変動開始から十数年を経た現在の視角から、旧ソ連・東欧地域での体制転換過

程を政治と経済の両面から総合的に比較研究を行うことを目的とし、複数国を対象とする政治

経済システムの形成や諸政策領域に関する具体的な制度形成などの比較研究を行い、また比較

を強く意識した１か国を対象とする個別実証研究を積み上げた。併せて、計画に沿って選挙・

政党データベースの作成や若手研究者を対象とする研究プログラムを実施した。 
 
交付額 
                               (金額単位:円) 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 8,300,000 2,490,000 10,790,000 

2006 年度 7,300,000 2,190,000 9,490,000 

2007 年度 7,600,000 2,280,000 9,880,000 

2008 年度 4,800,000 1,440,000 6,240,000 

  年度  

総 計 28,000,000 8,400,000 36,400,000 

 
 
研究分野:複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究 
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１.研究開始当初の背景 
1989 年に東欧で始まった政治変動は、ソ連の
崩壊という過程を経て、旧ソ連・東欧地域で
の大きな体制転換へとつながった。変動の開
始から十数年を経て、この地域の政治・経済
システムの制度化は一定の進展を見た。この
体制転換過程とその帰結を再検討し、転換の
意味を問い直すと同時に、この地域の研究を
より広い比較研究へと位置付けるために、比
較を強く意識した研究の展開が必要である
という認識が本課題の出発点にあった。また
その前提として基礎データの整理、次世代若
手研究者の育成も課題とされていた。 

２.研究の目的 
本研究の目的は、一応の制度化が進行した現
在の時点から、各国の政治・経済システム形
成過程を学際的な視角から比較検討するこ
とにある。具体的には(1)政治、経済、社会に
またがる基本的問題(政治経済システムの形
成や個別政策分野での各国の制度形成など)
に関して比較を行い、そこでの異同を生み出
す要因を分析する。(2)これらの作業と並行し
て、より広い比較研究の発展に資すべく、体
制変動後の当該各国の変化に関する基礎的
資料を収集し、研究参加者および一般にそれ
が共有できるものとする。(3)またこの地域の
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研究については、比較という方法論を身につ
け、かつ具体的な地域を対象とする実証研究
を行う能力を持つ次世代若手研究者を育成
することも共同研究の目的とした。 
３.研究の方法 
(1)研究参加者のそれぞれの分担に従って現
地調査を行い、定期的に研究会を開催し、比
較の方法論の検討を行いつつ、各研究分担者
は研究目的の枠内で設定した個別研究を継
続した。この地域を構成する下位地域内での
比較分析を企画し、また地域間での比較も目
指した。また 1 か国を対象とする個別事例研
究においても、可能な限り他の事例との比較
を意識することが求められた。 
(2)データベースについては、一般的な需要
が高い選挙・政党データベースの作成を目指
し、京都大学地域研究統合情報センター、及
び本課題の研究分担者である仙石を代表と
する科研グループとの共同作業を通して、当
該地域の選挙と政党に関するデータベース
作成について検討会を開催し、作業を進めた。 
(3)2008年12月に国際ワークショップを開催
し、成果をまとめた英文論文集の刊行準備を
おこない、さらに、研究成果全体を邦語の論
文集として出版する準備も行った。 
(4)これらの企画には可能な限り多くの若手
研究者(博士課程後期の大学院生および同修
了者レベル)を加え、その過程で若手研究者の
育成を図ることとし、とくに 2006 年 12 月に
は若手研究者自身が組織者となって、ロシア
政治を専攻する若手研究者を集める研究会
を開催し、その研究成果を出版するという試
みも企画に組み込んだ。 
４.研究成果 
(1)比較研究の方法論としては、複数の政策
領域での中東欧諸国間比較を行った仙石に
よる一連の研究は、他の地域にも応用可能な
方法を提示し、EU 加盟などの国際要因は一般
に考えられているほど強く作用してはおら
ず、各国固有の経路などが重要であるという
知見を提示している。林による東中欧におけ
る二大政党の相対的位置関係に注目する比
較も、政党システムの巨視的比較の一方法を
示すものであり、各時点での政党の路線選択
がその後の政党システム形成に影響を与え
たことを強調する。松里は旧ソ連諸国と東欧
における準大統領制の複数国間比較を行い、
西東でその立脚点が異なること、東西の境目
では制度が不安定であるという指摘を行っ
た。経済では上垣が上記の政治学分野での比
較を意識しながら｢比較後進性論｣という視
角から各国の経済レベルを比較する方法論
を開拓した。廣瀬はコーカサス諸国政治多角
的比較を行った。バルカン地域に関する研究
では民族問題を扱った月村の一連の研究は、
領域性とメンバーシップのそれぞれに根ざ
すアイデンティティという分類での比較を

行い、その差によってユーゴスラヴィア解体
後の継承諸国の安定度に差が現れることを
実証した。 
(2)主な個別研究としては、ロシア政治に関
して、上野が大統領制に関わる法制度面での
綿密な分析を行い、制度比較の模範的方法を
示しつつ、あわせて大統領の｢独裁化｣ではな
く、ロシアなりの｢政党・議会主導型統治シ
ステム｣へ移行しつつあるという分析を行っ
た。若手研究協力者として研究に参加した大
串はロシア大統領府が旧共産党中央委員会
と組織的な連続性があるという議論をおこ
ない、旧ソ連地域での大統領制に関する比較
研究に独自の視角を提示した。また田畑は経
済統計を駆使し、比較を意識したレベルの高
いロシアの経済分析を行った。藤森はウクラ
イナの｢オレンジ革命｣に関する分析を行っ
た。 
(3)これらの研究成果は国際政治学会、比較
経済体制学会、アメリカ・スラブ研究促進学
会(AAASS)、欧州比較経済研究学会などの研
究大会で発表され、学会誌等で出版された。 
(4)データペースに関しては、旧ソ連・東欧
諸国の 17 か国の選挙と政党に関するデータ
の集積と整理を行い、とりあえず仙石の個人
ホームページにおいて｢ベータ版｣を公開し
た。このデータベースは近日中に京都大学地
域研究統合情報センターによって本格公開
される。なお、ポーランド、スロヴァキア、
エストニアのデータについては冊子として
も出版された。 
(5)若手研究者育成については、研究会の報
告者に若手の研究者が加わるよう配慮した
が、それとは別に 2006 年 12 月に若手研究者
を中心とする｢体制転換後におけるロシア内
政｣というタイトルの研究会を組織し、7名の
若手研究者の報告が行われ、ベテラン研究者
を加えた活発な討論が行われた。この時の報
告はスラブ研究センターから出版された。 
(6)企画のまとめとして、2008 年 12 月に国際
ワークショップを開催し、報告者として 3名
の国際的に著名な研究者を英国、米国、チェ
コから招聘し、日本の報告者を加えて活発な
討論が行われた。ワークショップの英文報告
集は 2009 年 4 月にスラブ研究センターから
刊行予定である。 
(7)また本企画全体を包含する形で、旧ソ
連・東欧地域を対象とする比較政治経済学に
関する論文集の編集作業も現在進行中で、
2009 年度中に刊行を予定している。 
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